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1 これからの離島留学検討委員会の報告書によるT離島留学制度」

改善に向けての方向性 (4つの桂) .

(1)生徒やしま親に対するサポート体制の強化

(2)生徒の受入体制の見直し

(3)生徒に対する地頭全体での見守り

(4)教員の負担を軽減する環境づくり

2 離島留学制度の改善策の体系回

「離島留学制度」
改善に向けての

方向性
(4つの柱)

改善策

具体的取組

ラ防措置 緊急時の対応

生徒んlSOSを発信した
ときの組織的な対応の強
1ヒ

O安全で安lと`」ヽな離島留学制度を支える
組織の構築

。離島留学推進協議会
。しま親連絡協議会

O安全で安心な蔵佐島留学制度を支える
組織の構築
・離島留学支援チーム

生徒やしま親
に対するサ
ポー ト体制の
強化

O危機管理マニュアルの作成 〇危機管理マニュアルの作成

(危機発生8きの連絡及び支援体制)

(1)

O外部の相談窓□の周知

O心の不調を早期にキャッチする
ための心の健康観察Webシステム
の導入

しま綱が一人で悩みを抱
え込まないような体制づ
くり

O離島留学支援チームの設置

Oしま親選定の条件づくり

O児童福祉法第30条による届出

Oしま親同士の情報交換会および研修
会の実施

特月u支援学校との具体的
な連携など、教育支援の
充実

〇職員研修
〇留学生についての情報交換
Oしま報石干修

④

学校に配置している離島
圏学支援員の増員と役割
の日R権 1比

O学校に配置してしヽる離島留学支援員
の増員

O学校に晉B置 している離島留学支援員
の増員     '

(2)
生徒の受入
体制の見直し

それぞれの学校の特色や
目的に廟した、入学前の
アセスメントの実施 (状
況の把握)

〇留学生の受入の条件づくり

O専門家によるアセスメント

しま親の役割の明確化や
名称の変更

Oしま親選定の条件づくり
OフE己童福祉法上の里親と区分するため

「 しま親」への名称変更

③
離島留学制度の拡充
て掘子四学のも入

と し O親子留学制度の倉」設

(3)

生徒に対する
地域全体での

見守り

地域社会や大人とのつな
がりの強化

〇各地区の民生委員による声かけや
しま親訪間、高校との情報共有

O各地区の行事やイベント等への参加
の呼びかけ

O行事やイベントヘの参加の呼びかけ
〇町内会の回覧板や島内のケープルテ

レビ、広報誌などを活用した離島留
学制度の広報活動

(4)

H
教員の負担を
軽減する環境
づくり

① 教員の負担軽減

||:量
自三〔S号とB二;3暮岳蜃禄3 O学校に配置している離島留学支援員

の増員
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3 離島留学制度の改善策の具体的取組

(1)生徒やしま親に対するサポエト体制の強化

①生徒がSOSを発信したときの組織的な対応の強化

0安全で安心な離島留学制度を支える組織の構築・・・《資料 1》 P13
生徒本人の特性や家庭事情など、様プマな事情を抱える生徒に対して

島で安全で安,bした生渚を送れるように、実施校5校において、離島留

学制度を支える3つの組織を構築する。

事務局は各高校が担しヽ、多女頭および離島召学支援員が組織運営を行

つ

正 離島留学推進協議会

《役割》離島留学制度及び地生或による
見會り機能の検証機関

橋
成
晏

高校 (PTA会長、校長)、 市関係課、
市教委、県振興局、県教育庁 等

年度当初に 1□程度開催

事務局 :高校

図 1 各校の離島堅学制度運営組織図

I.離島留学推進協議会

《目的・役害1》

各校における離島留学制度及び地域による見守り機能の検証を行う

機関

《構成員》

高校 (PTA会長・校長)、 市関係課 (地域振興・こども政策担当)、

市教委、県振興局、県教育庁 等

《開催時期》
4月 末～5月 (年 1回 )

3

Ⅱ 離島留学支援チーム

《役害」》懸案事項を解決する協議4幾 関

構
成
員

高校 (PTA会長、管理職、担当者、担任、
離島留学支援員等)、 保健所、市子ども政策
担当、市教委担当、スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワーカー、社会福祉士、
民生委員・地t引代表、しま親代表、県教育庁
等

И要になして随時開催

Ⅲ しま親連絡協議会

《役割》しま親・保護者等との連絡機関

構
成
員

【会 長】しま親代表
【副会長】保護者代表

しま親、保護者、高校 (PTA会長、管理職、
担当者、担任、離島留学支援員等)、

市教委担当、スタールカウンセラー、
スクールソニシャルワーカー 等

年2[0]程度開催



《協議事項》

離島留学の年度計画の策定
しま親の承認としま親宅の空き状況の確認

離島留学生の入居宅の承認

〔≧岳そ督尊誰乾蔵雪P景湧謎:讐
g宕雲璽訴登躍ぎ

る中再:ヾ

あるた
,〕

Ⅱ.離島留学支援チーム

《目的・役割》

緊急事態や学校やしま親だけでは解決できない懸案事項が生じた際
に速やかに連携し、情報交換や学校に対する支援や助言などの協議を

行い、解決を図る

《構成員》

高機(PTA会長、管理職、担当者、担任、離島留学支援員等)、

保健所、市こども政策担当、市教委担当、スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワイカー、社会福祉士、民生委員・地域代表、
しま親代表、県教育庁 等

《開催時期》
必要に応じて随時開催する

《開催手段》
迅速な対応が求められるため、ビジネス用チャットやメールなどにより

適宣、情報共有を図り、オンライン会議などにより対応を協議する

Ⅲ.しま親連絡協議会

《目的田役割》
しま親、保護者、学校関係者等が集まり、親睦と信頼関係を深め、離

島留学生の生活状況などの情報を共有するとともに、しま親の資質向
上のための研修会を専門家も交えて実施する

《構成員》
しま親、保護者、高校(PTA会長、管理職、担当者、担任、離島留学

支援員等)、 市教委担当、スクールカウンセラー、スクールソーシヤル

ワーカー 等

《開催時期》

年2回程度開催する(保護者はオンラインでの参加も可)

《内容》
2部構成とし、1部をしま親と保護者との情報交換会、2部をしま親に

対する研修とする
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0危機管理マニユアルの作成 (危機発生時の連絡及ぴ支援体制 )

・ `・ 《資料 2》 P14～ P15
離島留学生の生命と安全を守るために、離島留学制度に特化した危機管

理マニュアルを作成した。保護者、しま親、学校、市、1県などが一体となっ

て危機管理を行うとともに、緊急事案や懸案事項が生した場合には、学校が

離島蜜学支援チームにつなざ、スクールカウンセラニやスクールソーシャ

ルワーカー、社会福祉士等の外部専門家も交えて協議を行う。

報告 指示
危機発生

連絡

連絡 報告 指示
※事案の内容によつて
検長の判断により連絡を
制限することもある

報告

図2 危機発生時の連絡及び支援体制

連絡

連絡

連携

連絡

0外部の相談憲回の同知

相談窓□を一覧化し、学校
の教室や廊下の掲示板、しま

親宅などに掲示するととも

に、生徒用端末に配信し端末
のデスクトップに貼付するな

ど、常に目につきやすくする
ことで、不安や悩みをすぐに

専門家へ相談できる環境を整

える。

P・ ・《資料3》 P16

耳…
1轟鵜導と逸′孫脇̀
睡 詩躍陶 齢 式 ど選| 1中 仲1甲苗

庸蝉 ;牽≧盤 社黎鶴 馳4

,じ書群 研,力 の
ほど 勢`篇射竜缶t驚

‐に対ヽ●Ⅲ■
離 ッチ 鯉 裁 孟 し

一爾

麟
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生徒悟導委員会
保護者

しま親

生徒指導主任

学級担任

学年主任

コース主任 等

X教頭不在時は 事務長

離島留学支援員
発見者 教頭

医療糟4関

警察
1校長

離鳥留学支援

チーム

図3 相談窓□一覧 (イ メージ)



0心の不調を早期にキャッチするための心の健康観察 Webシステム

の導入                  ・・・《資料4》 P17
,と`」ヽの不調を自ら発することができない生徒について、不調を早期に

キャッチすることを目的として、離島留学生を対象としたもの健康観

察 Webシステムを導入する。実施時期は、生徒が不安を抱えやすい

4月末と9月上旬の年2回を原貝」とし、町要に応して保健室で随時実

施できる体制を整備する。

0離島留学支援チTムの設置

緊急事態や、学校やしま親だけでは解決できない懸案事項が生じた

際に速やかに連携し、情報交換や学校に対する支援や助言などの協議

を行い、解決を図る。

0しま親選定の条件づくり        ・・・《資料 5》 P18～ 19

しま親の条件や担う役割を明確化することで、離島蜜学生が安,い し

て生活できるようにすると同時に、しま親が過度の負担を負わないよ
うにするもなお、しま親の選定や離島留学生の入居先の決定は離島雷

学推進協議会で行う。

しま親の条件

① 生活困窮者自立支援事業Xなどの需」度の利用がないこと

② 「しま親の担う役割」の履行ができ緬こと

③ 愛騰をもつて離島留学生に接することができること

④ 体験入学時の説明会に原員」参加すること

⑤ 県秋育委員会等が案内する研修を受講すること (生徒理解、危機対
処能力、栄登学など)

⑥ 児童福祉法第30条の届出を行うこと

※経済的に困窮 し、最l氏限度の生活を維持することが困難であり、生活保護を
受けていないが、生活保護に至る可能性がある人で、自立が見込まれる人を支
援する事業

6

【制度改善関係の令和6年度当初予算額】
》心の健康観察Webシステム使用料:458千 円
≫スクールカウシセラーHスクールソニシャルワーカー活用事業:2,040千円



0児童福祉法第 30素による届出

児童福祉法に定める里親ではないが、届出により法的根拠ができ、

市福祉部局におけるしま親宅の状況把握や相談対応がやりやすくな

るも

0しま親同士の情報交換会および研修会の実施 ・・・《資料 6》 P20
しま親同士や保護者、学校関係者、スクールカウンセラ下、スク~

ルソーシャルワーカーによる情報交換会を通じて、お互いに相談しや

すい体制を構築するとともに生徒の日常生活における情報を共有す

る。また、生徒が安全・安心して生活できるよう、しま親宅でのル‐

ルについても共通理解を図る。

さらに、しま親が安心して、また自信をもつて離島詔学生に接する

ことができるように、資質向上を目指した研修を県教育委員会主催で

実施する。

①生徒理解

②アンガーマネジメント研修

③食事の栄養管理に関する研修

④危機管理・人権教育       等

0特支分横・分教室の特別支援教育コエディネーターによる職員研修

・支援が隊要な生徒の理解と具体的な関わりについて (個月」の教育支

援計画の作成も宮む)

0特支分校・分教室の特別交援教育コーディネ…ターとの留学生についての情報交換

・定期的な相互授業参観や留学生の情報交換

0特月u支援教育課によるしま親研修

・特月」支援教育課によるしま親に対する研修を通じて、支援が嚇要な

生徒の特性や支援について理解を図る

7

【制度改善関係の令和6年度当初予算額】
》しま親研修会の開催経費:346千円

》スクールカウンセラーロスクエルツーシャルワーカー活用事業:2,040千 円(再掲)



④学校に配置している離島留学支援員の増員と役割の明確化

生徒やしま親のSOSをキャッチするために、離島留学支援員を増

員し、日常的な生徒支援やしま親宅の定期訪間などの支援を充実させ

る。また、支援員の役割を明確化し、◆回の改善策にかかる業務の中!b

的な役割を担うこととする。          ・・・《資料7》 P21

0学校に配置している離島留学支援員の増員

支援員を3名から6名へ増員

対馬高校 1名、壱岐高校2名 (1→ 2名 )、

五島南高校2名 (1→ 2名 )、 奈冨高校 1名 (O→ 」名)配置 〕
【制度改善関係の令和6年度当初予算額】

》離島留学支援員の増員:9,683千 円

(2)生徒の受入体制の見直し

①それぞれの学校の特色や目的に応した、入学前のアセスメントの実施

(状況の把握)

生徒や保護者に対し、親元を離れて生渚することの大変さや各校の

「求める生徒像」等を丁寧に説明するほか、ホームステイ受入環境の

整備として、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワーカーな

どの専門家も交えた入学前のアセスメントを実施する。

0留学生の受入の条件づくり         ・・・《資料 8》 P22
離島冨学生が果たすべき役割や保護者の責務を明文イヒするなどの

受入条件を整えることで、入学後の歯且解を未然に防ぐ。

0専門家による″セスメント ・・・《資料9》「P23～ 25
受検を希望する生徒およびその保護者には、島での生活環境を事前

に確認してもらうために体験入学に参加することを義務づける。また、

島での生活が可能であるか判断するために、体験入学時の説明会の中

でアンケートを行い、スクールカウンセラーやスクールソーシャルワ
ーカーの協力のもとアセスメントを導入する。さらに、体験入学後も

複業数回オンライン面談を行い、生徒が島で生活をすることの意思を十

分に確認する。

8



【制度改善関係の令和6年度当初予算額】

》スクールカウンセラーロスクールソiシャルワーカー活用事業:2,040千 円(再掲)

》離島留学支援員の増員:9,683千 円(再掲)

・・・《資料5》 P18■ 19
・ ・ ・《曽[1鶴 10》 P26

住環境や食事の提供、離島冨学生及び保護者への対応などにつしヽて、
しま親が担うべき役割を明確化するとともに監護権のある保護者の責
任を契約書などで明文化する。また、児童福祉法上の里親と区分するた
めの「しま親」へ名称を変更すると

現行では生徒のみの留学となつているが、離島冨学生が安全かつ安,い

して島での生活を過ごせることを目的とした親子留学を新たに導入し、

制度の拡充を図る。また、親子留学を活用するひとり親世帯などの保護
者に対し助成する制度を倉」設すると

(3)生徒に対する地域全体での見守り

・・・《資料 11》 P27
生徒を中,いに据え、保護者の関わりを大事にしながら、隠れた生徒の

SOSにも気付けるよう、声かけや地1或の関わりなど、しま親や学校、

県・市の職員、社会福祉士、自治会、地域の方ノマなどによる地功全体で

見雪る環境づくりを行う。

0各地区の民生委員による声かけやしま親訪間、高校との情報共有
0各地区の行事やイベント等への参加の呼ぴかけ

く例〉対馬国境マラソン通訳ボランテイア、海岸清掃ボランティア、
五島夕やけマラソン、壱岐お田植え祭り、子ども食堂 など

0町内会の回覧板や島内のケープルテレビ、広報諾などを活用した離
島留学制度の広報活動

9

【制度改善関係の令和6年度当初予算額】

》親子留学の導入:360千円



(4)教員の負担を軽減する環境づくり

教員の負担軽減を目的とした、寮の管理体制の見直しや離島留学支援

員の増員 など

①教員の負担軽減

0書監業務従事職員の配置

3つの寮がある対馬高校に2名、2つの寮がある五島高校に1名を配置

0学校に配置している離島留学立援員の増員

0心理面や福祉面における専門家のサポート体制の構築

・離島留学支援チ‐ム

【制度改善関係の令和6年度当初予算額】

隣舎監業務従事職員の配置:9,600千円

》離島留学支援員の増員:9,683千円(再掲)
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資料編
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《資料1》安全で安心な離島留学制度を支える組織の構築

――会の議事―一
。前年度の検証及び
年度計画の策定

。しま親の承認
・ 離島留学生の入居

宅の承認  など

令和6年度 OO高 校離島留学制度運営組織 (案 )

事務局 :高校

離島留学支援チーム名簿 イメージ しま親連絡協議会名簿 イメエジ

No 職 名 氏名

コ OO高校 PTA会長

2 〇〇高校 校長

3 OO高校 教頭

4 〇〇高校 教務主任

5 OO高校 コース主任

6 〇〇高校 担任

7 〇〇高校 離島留学支援員

8 OO保 健所 保健師・ 社会福祉土など

9 〇〇市子ども政策担当

コO 〇〇市教育委員会 担当

」コ OO高校スクールカウンセラー

12 OO高 校スクールソーシャルワーカー

13 社会福祉土

14 民生委員・地1或 代表

封5 しま親代表

16 県教育府呪童生徒支援課 担当

¬7 県教育庁高校教育課 担当

※迅速な対応を行うため、ビジネス用チャットやメールを活用して

情報を共有する。ただし、機密性が高い個人情報については、

校長の判断により個別に取り扱う。

I 離島留学推進協議会

《役割》離島留学制度及び地域による
見會り機能の検証機関

構
成
員

高校 (PTA会長、校長)、 市関係課、
市教委、県振興局、県教育庁 等

年度当初にコ回程度開催

Nてぅ 職 名 氏 岳

1 〇 〇 高 校  PTA会 長

2 〇〇高校 校長

3 〇〇市地域振興担当課長

4 OO市子ども政策担当。冥長

5 〇〇市 教育委員会担当。冥長

6 OO振 興局  管 理部長

7 県教育庁丁高校事貿育課 課長

Ⅱ 離島留学支援チーム

《役割》懸案事項を解決する協議機関

構
成
員

高校 (PTA会長、管理職、担当者、担任、
離島留学支援員等)、 保健所、市子ども政策
担当、市教委担当、スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワーカー、社会福祉士、
民生委員・地功代表、しま親代表、県教育庁
等

嚇要に応じて随時開催

離島留学生の入居は、前年度
のうちに決よっている。文書
で承認をもらう。また、年度
当初に確認をする。また、次
年度のしま親の空きを確認す
る。

・研1多の実施
。情報の共有

/
Ⅲ しま親連絡協議会

《役割》しま親・保護者等との連絡機関

構
成
員

【会 長】しま親代表
【副会長】保護者代表

しま親、保護者、高校 (PTA会長、管理職、
担当者、担任、離島留学支援員等)、

市教委担当、スクールカウンセラー、
スクールソーシャルワーカー 等

年 2回程度開催

No 職名 氏 名

1 しま親代表

2 保護者代表

3 しま親

4 しま親

5 しま親

6 しま親

7 しま親

8 しま親

9 OO高校 PTA会長

10 OO高校 校長

11 〇〇高校 教頭

12 OO高校 事務長

13 ○○高校 教務主任

14 OO高校 コース主任

15

〇〇高校 学年主任16

17

¬8 離島留学支援員

」9 ○○市教育委員会 担当

20 OO高校スクールカウンセラー

21 〇〇高校スクールソエシャルワーカー

ワワ 保 護 者
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《資料2》危機管理マニユアル

離島留学制度における危機管理マ三ニアル
～視点・ねらい 。留意点～

1.基本的視点         :
「事件・事故はしヽつでも、どこでも起こり得る」という認識のもと、生

徒と教職員の生命と安全の確保のための合理的・効果的な具体策を講じな
ければならない。そして、日常の危機管理・安全対策に万全の体制を構築
し、危機発生の防止に努める。日常の危機管理を機能させることが現実の

被害を最小限にとどめ、最大の危機管理として有効になる。
特に、離島留学制度に係る危機管理に関しては、離島留学生の生命と安

全の確保を最優先として、制度の運営を図るЬそのために、保護者、しま
親、学校、市、県などが一体となうて、危機管理を強固なものにし、学校・

しま親宅・寮における安!b安全を確立する。

2.危機管理のねらい

(1)離島留学生の生命と安全の確保
(2)生徒・保護者・ しま親・教職員・地域との信頼関係の構築・維持

3.危機の段階ごとの対応
(1)危機の発生前

危機のラ知 → 情報坪又集・確認 → 初期対応 (マニュアル等の活用)

→ 危機的状況の回避
(2)危機の発生後

危機的状況の発生 → 情報収集・確認 → 現場への急行 →

現場での対応 (状況の把握・被害者等の確認)→
関係機関 (警察等)への連絡・被害者への緊急処置・加害者への対応
→ 離島詔学支援チームヘの情報提供 →

離島留学支援チームと生徒指導委員会が連携した対応 →

事案概要の整理と記録 → 再発[ノ芭止策の検討

4.危機対応への留意点
(1)離島留学支援チームと各校の生徒指導委員会の連携
(2)保護者 。しま親・地域・関係機関 (市・県・警察等)との密な連携
(3)危機管理意識の高揚 (教職員やしま親への研修会の開催)

H4



「

「

一
ヨ
ヨ

「

ヨ

「

危機発生時の連絡及び支援体制

緊急事態や学校やしま親だけでは解決できない懸案事項が生した際に速やかに連携し、チームで解
決を図る。

連携

報告 指示
危機発生

連

指示

連絡 報告 指示
※事案の内容によって

校長の判断により連絡を
制限することもある

報告

※ 迅速な対応を行うため、ビジネス用チャットやメエルを活用して情報を共有する。ただし、機密性

が高い個人情報については、校長の判断により個居Uに取り扱う。

―ジ

※迅速な対応を行うため、ビジネス用チヤットやメエルを活用して

情報を共有する。ただし、機密性が高い個人情報については、

校長の判断により個別に取り扱う。

連絡

連絡

連絡

ヨ

保護者
生徒指導委員会

生徒指導主任

学級担任

学年主任
コース主任 等

※教頭不在時は ヘ 事務長

離島留学支援員
教頭

医療機関

豊察 校長 県教育委員会

離島留学支援

チーム

《役割》懸案事項を解決する協議機関

構
成
員

高校 (PTA会長、管理職、担当者、担任、
離島留学支援員等)、 保健所、市子ども政策
担当、市教委担当、スクールカウンセラー、
スクールツーシャルワーカー、社会福祉士、
民生委員 。地域代表、しま親代表、県教育庁
等

財要に応して随時開催

No 職筈 氏名

¬ 〇〇高校 PTA会長

2 〇〇高校 校長

3 〇〇高校 叡頭

4 〇〇高校 教矛ヵ猟主任

5 〇〇高校 コース主任

6 〇〇高校 担任

7 〇〇高校 菖佳島冨学支援員

8 〇〇保健所 保健師・社会福祉士など

9 〇〇市子ども政策担当

¬0 〇〇市教育委員会 担当

¬1 〇〇高校スクールカウンセラー

‖2 〇〇高校スクールツーシャルワーカー

13 社会福祉士

14 民生委員・ 地域代表

15 しま親代表

16 県子女育庁児重生徒支援課 担当

17 県教育庁高校教育課 担当

15



《資料3》相談窓ロー覧

艦

24時間対慮

24時間対廊

9iOO-17判 5
(月～金)

9:OO-17コ 5
(鳳～金)

9:OO-17:45
(月～金)・

9:OO-22:OO(毎 日)

※第1・ 鶏 土曜日は24
時間対応

1000-18∞  (月～
水、金 。■_)

※電話対応は22:∞ま
で (但 呟 土曜日は
18ЮOまで)

QRコード

QRコード

藝

問い合わせ先

電話 :012∈∈ 78310
FAXi0957-50-1947

189

095-8町6-5115

0120-786714

0120007-110

095-842-4343

095-824-6325

メールアドレス :

― (垣nOn(鳩苅 p

OUR_:hい 〃pref―

nagasa肖騨 hool―Ыζ司働/

O備考桐のQRコードからL日 Eヽ
の「皮だち登録」を行う。

備者欄のQRコ
「反だう登録」

―ドから口NEの
を行う。

実施機関

長崎県
教育センター

ことも家庭庁
児童相談所

長皓ことも `女
性・ 障害者支援セ
ンター絡神保健福
祉課

長崎県盤

法務省

社会福祉法人
長崎いのちの電話

長崎県子ども。若
者総合相談セン
ター

長崎県
教育センタi

児童生徒支援課

長崎県障害福祉課

相談内容

O友たちから無視されたり、仲間はすれにされたりする
Oひやかしやからかいを受けている  .

虐待かもと思つた時などに、すぐに児童相談所に通告・ 相談力て きる

0日民れなしヽ 気分が沈む、不支Cイライラするなどの構神保健上の問題
0こころの病、精神疾患の診断や治療に関すること
O精神障害を持つ方の社会復帰や福祉施設の利用などに関すること
0アルコール・ 薬物問題 (乱用・ 依存症など)

0思書期の構神保健に関すること (家庭内暴力、無気力、ひきこもりなど)

0性8瞼善  O必田Fの被告  0い じめ  O虐待 (むごい扱い)

0こわい日にあった  0心も身体も傷つけられた
0誰もわかってくれない  0,い細くて淋しい  0誰にも話せない

0友達から「いしめ」にあって学校に行きたくない
0家の人にいやなことをされる
0部活動で暴言。暴力を受けている
など、先生や親に話にくいけど、このままではどうしていいか分からないとき

誰にも相談することア)'できず、ひとりで悩んでいるひとのための電語相談窓□

O将来が不安  O伺をしたらいいのか  0人づさあいが苦手
O学校をやめてしまつた

0皮だちから無視されたり、仲間はすれにされたりする
0ひやぬ`しやからかいを受けている

「いuりられている」、「学校に行きたくない」など心配したり悩んでいることに
ついて、郷 間いつでもLNEやWebで伝えることができる。自分のことだけでな
く、友達や周りのことも相談できるら預かつた相轟H内容は、学校に届け、悩みの解
決を図る

気分か沈む、生きるのがつらしゝ 生活していくのがしんどい、理由もないのに不安
が続く、学校に行きたくない、同りに困つている人がいる等

窓ロ

24時間子供906ダイヤル (親
子ホットライン)

児童相談所虐待対応ダイヤル

こころの健康相ぎ〔

ヤングテレホン

子ともの人権 110晋

長崎いのちの電話

長崎県子ども・ 著者総合48訣セン
ター (憂称 :ゆめおす)

メール相」篤 □
円燃 ―ジ内

教育センターの

スクールネット◎伝えんば長崎

こころとこころのほつとライン◎
ながさき

略 4日談

メール相談

Webl日 E】階 □

闘 1日3略□
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《資料4》心の不調を早期にキャッチするための心の健康観察 Webシステムの導入イメエジ

離島留学制度実施校における 日跡の健康観察システム」運用計画

1 運用計画

2 凸身不調をシステムの以下の指標によリキャッチ し、問題を未然に解決できるよう取り組む。

身体不調、0事・ 睡眠等、うつ病エピソー ド、パニック発作、自殺リスク、精神病様体駁、学校起因問題、いじめ

対応の検討

・2次検査 (間診)が終わると、そ

の結果ズ〕ヾ 1次検査の結果ととも

に画面に一覧表示される
。「回笞一覧」を出力することもで

きる
。これらをもとに生徒への対応を

叡育相談委員会や職員会議等で

検討する

2次検査 (アセスメン ト)

・ 自動集計結果表をもとに問題を抱える生徒

を文ゴ象に個別面談を計画

・ 担任等ズ〕ヾ面談を実施 し、所見を整理

・自動集計された結果を見て、問題があると思

われる項自を中心に、画面に院れる質問堂に

沿ってより詳しく質問し、所見等も記録
・ R日日き支ゴЛj

・自動集計された結果を見て、PDヨ 題があると思

われる項目を中心に、画面に所れる質問文に

沿つてより詳しく質Pロロし、所見等も記録

・ RttBき文ゴ応

・ 自動集計結果表をもとに問題を抱える生徒

を対象に個別面談を計画

・担任等が面談を実施し、所見を整理

1次検査 (スクリーニング)

・ 4月末と9月上旬の年 2回
・ クラスの生徒対象

・ 担任が実施

・ 適宜実施

・ 気分不良で来
~歪

者 した生徒対象

・ 壷護多女諭が実施

・適宜実施

・相談室等での面談時に実施

・不登校生徒や言動が気になる生

徒対象

・ 適宜回笞
。しま親宅等で生徒の任意で回笞

斉
検
診

保
健
室
検
言参

十固
兵]」
検
診

自
己
回
笞
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《資料5》しま親選定の条件づくり

_Oしま親の担う役割

(住環境)                 ′

・ 部屋は一人一部屋を提供する        |
・可能な限りヽ各部屋に鍵を設置する

・風呂もしくはシャワーについては、毎日使用できるようにする

・エアコン (も しくは、それに代わる冷暖房機器、こたつ等)を設置する
。エアコン使用の仕方等、しま親宅の住環境のルールについては、入

居時に生徒や保護者と確認をする

※その他生活のルールにつしヽても同様とする

(食事)

・食事は土日祝祭日も含めて三食※提供する。また、登校の際は、昼食

(お弁当)も しくは弁当代を持参させる
｀
(長期体業中は除く)

※祝休日は、朝食・昼食は、蜜学生の同意のもと、ブランチも可。

また、留学生の希望によつては、回食を提供しないことも可と

する
。食事については、食品衛生に留意する
。アレルギーに配慮する

しま親の条件

① 生活困窮者自立支援事業でなどの制度の利用が声ょいこと

② 「しま親の担う役割」の履行ができること

③ 愛情をもつて離島留学生に接することができること

④ 体験入学時の説明会に原貝」参加すること

⑤ 県教育委員会等が案内する研修を受講すること (生徒理解、危機対

処能力、栄養学など)

⑥ 児童福祉法第30条の届出を行うこと

※経済的に困窮 し、最 l氏限度の生活を維持することが困難であり、生活保護を

受けていないが、生活保護に至る可能性がある人で、自立が見込まれる人を支

援する事業

18
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(留学生および保護者への対応)

・下宿している離島留学生の生活状況を確認するため、保護者とは月

1回程度お互いに連絡をとる
。病気、けがによる医療機関の受診、また部活動の遠征等で帰宅が遅

くなる場合など嚇要に廟じて対応する。また、しま親宅において、

疾病・ケガなどが発生した場合は、しま親で対応するとともに、保

護者・学校あて、速やかに連絡をする
。人権を尊重し、受け入れたどの生徒も温かく見守り、適宜支援する

(学校との連携)

・ 遅刻、欠席の場合は、原則としてしま親が学校へ連絡し、保護者に

報告する

・教育活動中、疾病・ケガなど発生した場合は、学校教職員が対応す

る。しま親宅において、通院の町要が生じ、離島留学生が自力で通

院できない場合は、しま親が生徒の受診SI率をする。ただし、ヨI率

ができなしヽ場合や緊急性が高い疾病・ケガなどが発生した場合は、

離島留学支援員などが対応する

(その他)

・ホームステイ費のうち、食費等 (40,OOO円 )については、適

切に使用すること

・学校教職員、離島冨学支援員がしま親宅を訪間するので、適切に対

応すること

・離島留学制度に関するアンケートに協力すること
。しま親連絡協議会 (年 2回)に参加すること

ヨ

19



《資料6》しま親研修会の内容

O具体的取組の実施案

【想定してしヽるしま親研修会の内容】

①生徒理解 (講師 :大学教授、特別支援学校教諭など)

・特性のある子どもへの関わり方

②アンガーマネジメント研修 (講師 :臨床,い理士など)

,自分の感情に気づけるようになる
。適切な8七り方ができるようになる

③下宿の食事の栄養管理に関する研修 (講師 :栄養士など)

・様ノマな食品にはそれぞれ栄養的な特徴があること

・偏食がある子どもやアレルギーをもつ写どもへの、レンピ例の紹介

④危機管理 と人権教育 (講師 :社会福祉主など)

・児童福祉法

・人権教育、多様性の尊重

・ハラスメントの[方止

O実施方法

・①～④のうち2つの研修を、しま親連絡協議会で実施する
。末実施の研修については、資料と動画により、しま親各自で受請する

主催県

20
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《資料7》離島留学支援員の役割

O既存の業務内容

・離島留学生の相談対応 【拡充】

・ しま親宅訪間 【拡充】

・ケース会議および生徒の情報収集 【拡充】

・.保護者との連絡

`体
験入学の運営

・広報誌作成、ホームページ掲載作業、・学校だよりの発送などの広報

業務

・学校行事における生徒観察 等

O新規の業務内容

・離島留学推進協議会、離島留学支援チーム、しま親連絡協議会の事

務局

・地1或の体験プログラムの渉外

・体験入学時のアセスメントの実施

・入学希望者へのオンラインでの面接

・ しま親の新規開拓

・小中学生のしま雷学との連携
。まらづくり協議会のイベントの参加案内の窓口、地元 TVや広報誌

を活用した広報の強化

※新規の業務内容等を踏まえ、支援員の研修を実施する

21



《資料8》留学生の受入の条件づくり

○具体的取組の実施案

【受検前】

・ 本人及び保護者は、学校説明会や体験入学へ嚇す参加すること

・ 島内での生活が可能であるか判団するため、本人及び保護者は、子

どもの個人情報などを学校に正確に提供すること

(現在、あるいはこれまでに医療機関や相談機関での対応等があう

た場合や、アレルギー等がある場合は、事前に申し出ること)

【入学後】

(保護者)

・年に最低 1回来島し、子どもの生活状況や部屋の様子を確認すること。

また、学校およびしま親と面会すること

・ 定期的に子どもとは連絡を密にとること

・ 子どもの生活状況を確認するため、しま親に月に 1回程度連絡をと

ること

・ しま親連絡協議会に原貝」参加すること

(離島留学生)

・ しま親宅で定められてしヽるルールを守ること

・心身ともに健康で自分の体や他人の
'い

身などを傷つけることがない

こと (自傷行為や他害行為が見られた場合は、保護者の管理下で対応

をお願いします)

・ 部屋の掃除や洗濯など自分のことは自分で行うこと      :
・長期休業中 (夏季休業中、冬季休業中、春季体業中)など、帰省期間

は部活動等での活動がある場合を除き原則帰省すること

,嚇要に応じ受診や通院、薬の服用管理など健康管理を自分で行うこと

22
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《資料9》専門家によるアセスメント(案)

(体験入学時の)基礎資料

本アンケートは、離島留学について.体験入学にご鬱加の皆様が、どのようなニーズがあるかを

知るためのものです。みなさんが、充実して楽しく前向きに学校生活を選るためにも、率直にご回

答くださいますよう、お願いいたします。

アンケート対象 :離島詔学希望生徒・保護者

(街雷1 音日)
各質間について、あてはまる番号を記入してください (質問 1、 質問3は複数回答可)。

質問1.本校の離島留学制度をどうやって矢□りましたか」
① 長崎県のリァフレット  ② 本校のリーフレット ③ ポスター

④ 長崎県や本校のホームページ  ⑤ 島外での離島留学説明会
⑥ その他 (下記に記載してください)

質問2.本校 (科・コース)を進学先に選んだ、最も大きな理由は伺ですかむ
① 離島の環境のよさに魅力を感じたから
② 自分の興味関Jb(希望進路)に応した勉強ができるから
③ 学校の校風や雰囲気がよかつたから
④ 保護者など家族の勧めがあったから
⑤ 先生・反人の勧めがあったから
⑥ その他 (下記に記載してください)

質問3.あなた (お子様)が不安に思っていることは何ですか。
① 親元から離れての生活   ② 学校生活    ③ 下宿 (寮)生活
④ 反人を作ること     ⑤ 離島の不便さ   ⑥ 学習
⑦ 部活動      ③ その他 (下記に記載してください)

二

　
一　
　

　

一
　

】
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(第 2音8)

Oあなた自身 (お子様)の普段の様子について、率直にお答えください。

各質問について、次の1ん5の番号にOをつけてください。質問 17は、あてはまる番号を記入

してください (複数回笞可)。 質問 13及び質問 18は自由記述で回笞してください。

質問4.においや周りの音などに過敏なところはない

‐1    2    3    4

質問5。 好き嫌いはあまりなく、偏倉はほとんどない

1      2     3

質問6.睡眠はよくとれている

1            2

質問7.自分の部屋の掃除や洗濯物などの整理整頓は、自分でしている (自分ですることができる)

質問8.スマートフォン又は、ゲームヘの依存はない

1      2     3      4

質問9,家族との関係は良好である

1            2

質問 10.家族に、暴力を心るうことはない

2

質問 11.自分の体を傷つけるようなことをしたことはない (自分をたたく、髪の毛を子友くなど)

12345

543

321

5

43

31

1 とてもあてはまる
4 あまりあてはまらない

2 かなりあてはまる
5 あてはまらない

3 ややあてはまる

生活につい日

24
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質問12.薬の服用管理が自分でできる

2

質問 13。 日常生活を送る上で、支障があるアレルギーや持病をもつている場合、又は特月」な支援

が嚇要な場合は、下記に記載してください。

質問14.周 りと協力することができ、他人と□論になることはない

1 2 3

質間 15。 学校での指示や規則に従うことができる

1      2     3 4

質問 16.不満がたまつて、物を投げたり壊したり、舌t暴な|も

~ヽ

るまいをすることはない

12345

質問 17.高校生活について、楽しみにしていることは何ですか。

① 新しい生活    ② 学習        ③ 新しい反人関係の構築

④ 部活動      ⑤ 離島での交流体験

⑥ その他 (下記に記載してください)              ウ

質問 18.離島留学について、質問したいことがあれば書いてください。

質問 19.親子でしまへ来ることも検討されていますか。

1

5

ヨ

2

につい

につい

1 3
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《資料 10》児童福祉法上の里親と離島留学制度のしま親の違い

※1 里親の種類                ナ

養育家庭 (養育里親)、 専門養育家庭 (専門里親)、 養子縁組里親、親族里親

※2 祝休日は、朝食・昼食は、留学生の同意のもと、プランチも可。

また、留学生の希望によっては、昼食を提供しないことも可とする。

支給費用 (月額)

「養育里親」の場合

軍親手当 90,OOO円 /人

生 活 費 62,620円 /人

教 育 費  4,380円 /人

壱岐市・対馬市

80,OOO円 /人

五島市   90,OOO円 /人

内容

保護者がいない、または、さまざまな事情で保護者と暮ら

せなしヽ子どもを、家族の一員として自らの家庭に迎え入れ、

撮護童盈住抱盈に温かしヽ要情と家庭的な雰囲気で育ててく

ださる方 (喜F]的な矢日識を有_してしlる )。

離島での生活を送る高校生に対し、温かい愛情で接してく

ださる方。食事は、土日祝日も含めて三食※2を提供してく

ださる方。

区分

児童福祉法上

の里親※1

離島留学制度

のしま親
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《資米斗11》 離島留学生のサポー ト<イ メージ>

しま親不在時のサポート

〇生徒と学校との伴走
・冨学生への声かけ
。しま親のフォロー

〇留学生の対応相談
や教職員研修

〇安!bの提供

〇魅力ある教育
・特色ある叡育活動
・脅り添う面談
・保護者との情報共有

〇子ども 。しま親・ 高校との協力
・行事への参加
。しま親との連絡ロ

保護者

冨学生

冨学生を中心に据えた

支援体制 !

自治会

〇各機関との連携
・生徒やしま親の悩みなどに迅速

に対応する組織体制の整備
・ しま親研修の開l在

・満足度調査のフィー ドバック
・離島蜜学制度の広報

〇留学生への温かいサポート
・衣食住の温かいサポート
・留学生とのBBQ
・保護者との情報共有

〇連携の中心
・市教委
・福祉部局

民生委員 ・冨学生、しま

親の見曹り

〇行事等を通じた留学生との交流
・地域行事やイベント等への参加の

四びかけ
・入島式、離島式への参加
・農林水産業の体験の支援
・子ども0堂での交流

・面談による声かけ
・高校との連携

代
・ 回覧板による離島

留学制度のお矢□らせ

i rt

※1:SC:スクールカウンセラー

同窓会・PTA しま親サポーターｋ

ゝ
¶

口

０

昔

Ｏ

ａ

Ｘ

高校

離島留学支援員

特別支援学校

市

しま親

社会福祉士

SC※lSSW※ 2

地域の方々

県・振興局

小中学校ORC
体験入学等に係る運賃補助
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※2:SSWiスクールソーシャルワーカー






